
峡西病院・峡西老人保健センター・きづな
・アルプス訪問看護ステーション

かねてから念願だった九重連山に行ってきました。九重連山は大分県の南西部に位置し、1700m級の

山々が連なる九州の屋根で、阿蘇九重国立公園の中核をなす山域です。なぜ九州までわざわざ出向い

たかといえば、雲上の楽園で天然記念物のミヤマキリシマの大群落を見たかったからです。ミヤマキリ

シマはツツジ科の一種で、ゴールデンウィーク後から梅雨時期までの間に小さな花を山肌一面に咲か

せる腰丈くらいの美しい植物です。火山活動で荒廃した土地にしか生息しないという特性があります。

わたしが立っているところは平治岳（1643ｍ）、正面の山は三俣山、眼下に見えるのはラムサール条約

に登録された坊がつる湿原です。

2022 第36巻５号
（通巻417号）5
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理事長就任のご挨拶
川　﨑　洋　介　

　令和４年４月１日より特定医療法人南山会理事長に就任
することになりました。昭和32年に私の祖父である望月正
迪が医療法人峡西病院を創設以来、平成８年に川﨑光洋、
平成30年に浅川理が理事長に就任し、私で４代目となりま
す。この65年もの間、南山会はしっかりと時代の流れに遅
れることなく、その時代に適した医療・介護・福祉のサービスを提供し続け発展してきました。そ
して、この２年間はコロナ禍と言われる状況の中で、今まで当たり前だと思っていたことが当たり
前ではなくなり、新しい常識さえ生まれるようにもなり、今まさに時代の潮目となっているものと
感じております。これからの南山会は今までの常識にとらわれることなく、新たなステージへと変
化していく時期になっているものだと思っております。そうした中で、私は経営理念を「その人ら
しさをともに創造する」と致しました。パーソナル・リカバリーという考え方にあるように、障害
を持ちながらも人生の新しい目的や意味つまり「その人らしさ」を、シェアド・デシジョン・メイ
キングという考え方にあるように、当事者と「ともに」意思決定をおこない「創造」していくことが、
これからの南山会が進んでいく新しい道であると考えております。そして、南山会が新しいステー
ジに進んでいくことができるのは、歴代の理事長が南山会にしっかりとした土台を築き上げてきて
くれたからであると感じております。そうした今までの努力で今の南山会があるということを忘れ
ずに心に刻み、これから臆することなく南山会を次のステージに導いていきたいと思っております。

　峡西病院の理念
　　「その人らしさをともに創造する」
　　　　　人生の新しい目的や意味を一緒に考え、より良い人生を伴走していく

　基本方針
①　科学的根拠に基づいた説明と、十分な話し合いの結果として、共同意思決定による最善の医療を行います。
②　当事者を中心にして、多職種が連携することで、新しい人生の意味や目的を見出していけるよう支援します。
③　当事者の社会参加や地域との交流を積極的に推進し、地域の精神医療の中心的存在として活動していきます。
④　職員が生き生きと働くことができる教育や労働環境を整備することで、当事者にとってここちよい療養環境に
していきます。

令和４年４月１日付にて、南山会理事長に川﨑洋介（院長兼任）が就任いたしました。
なお、理事長交代後の浅川理、川﨑洋介の両名の診察はこれまでと同様に行ってまいります。
新体制となりました特定医療法人南山会峡西病院を今後ともよろしくお願い申し上げます。

交代人事のお知らせとご挨拶
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　おかげ様で、この４月で還暦を迎えることができ
ました。峡西病院に勤務してからは丁度25年ともな
り、大きな節目だろうと考え、理事長を退任させて
いただくことにいたしました。これまでのご厚情に
深く感謝いたします。
　42歳で院長になってからは、新病棟建築に携わる
ことができましたし、当時からスタートしたクリニ

カルパスに沿った治療とミーティング、疾病教育を多職種で行う心理社会プログラムも現在まで続
けられており、「患者を中心とした精神科医療」に少しでも近づけたのではないかと思っております。
　さらに理事長に就任してからは、従来のデイケアを刷新し、リハビリテーションセンターとして
外来新棟を建設できたことも得難い経験となりました。
　４年弱という短い期間ではありましたが、後半は新型コロナ感染という緊張が強いられる日々を
送ることになりました。その中では川﨑院長（当時）が中心となって対策本部をしっかりと運営し
てくれたため、幸い当法人の施設ではクラスター発生もなく医療サービスが継続できたと思ってお
ります。
　この経験で、これまでも折に触れ申し上げていたように、力の発揮できる次世代にリーダーをバ
トンタッチするのがよかろうと強く思うようになりました。人材育成や人事評価の適正化等々いく
つかのビジョンをもった川﨑理事長に期待しております。これからも一臨床医として微力ながら病
める方への支援に協力してまいります。本当にありがとうございました。

令和４年４月１日付けにて、当法人内「アルプス訪問看護ステーション」の所長が交代しました
のでお知らせいたします。
当ステーションの立ち上げより所長を務めてまいりました、細田幸香が退任いたしました。
日頃よりひとかたならぬお力添えを頂き、誠にありがとうございました。
後任には、芦沢美紀が就任いたしました。
新所長を中心に職員一同、今まで以上に地域に根差した訪問看護を提供してまいります。
どうぞよろしくお願いいたします。

理事長退任のご挨拶
浅　川　　　理

アルプス訪問看護ステーション
所 長 交 代 の お 知 ら せ
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【
活
動
曜
日
】
木
曜
午
前
（
隔
週
）

【
活
動
場
所
】
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
３

【
活
動
内
容
】

　
う
つ
病
な
ど
で
企
業
を
休
職
中
の
方

を
対
象
に
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。「
メ

タ
〇
〇
」
と
は
、「
〇
〇
よ
り
さ
ら
に

上
位
の
〇
〇
」を
意
味
し
ま
す
。「
認
知
」

と
は
、
出
来
事
や
物
事
の
捉
え
方
・
考

え
方
・
受
け
取
り
方
を
意
味
し
ま
す
。
つ
ま
り
、「
メ
タ
認
知
」

と
は
、
自
分
の
考
え
方
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
、
さ
ら
に
上
位
の

視
点
か
ら
考
え
る
と
い
っ
た
意
味
合
い
で
す
。
休
職
に
至
る
要
因

に
は
、そ
の
人
の
「
認
知
」
が
関
わ
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

一
緒
に
自
分
の
認
知
に
つ
い
て
考
え
、
復
職
後
も
健
康
的
に
働
く

続
け
る
方
法
を
と
も
に
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

  

復
職
準
備
型
プ
ロ
グ
ラ
ム

　「
う
つ
の
た
め
の
メ
タ
認
知
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

プログラム紹介

参加者より

・自分自身をふりかえる
ことができます。
・クイズ形式なので取り
組みやすいです。
・休職の要因分析を深
められるようになります。

　 興味のある方、見学や利用をお考えの方は、スタッフまで
　 気軽にご相談ください。　☎055－282－2151

＊ホームページをぜひ、ご覧ください。 

峡西病院　リハビリのご案内 検索

４月７日ブリエ病棟スマイル
グループは３色団子づくりに
挑戦しました。団子は、白玉
粉に豆腐を加えて作りまし
た。水を使わず、豆腐をつな
ぎとして使うことによって、
もちもちしすぎず、しかしお
餅の味や食感を残すことが出
来ます。３つのグループに分
かれて、白・ピンク・みどり
の３色の団子を作りました。
皆さん粉をこねて形を作るこ
とがとても上手でした。茹で
る作業も３つのグループの代

表者が行いま
した。そして
美味しくいた
だきました。

　
３
月
の
レ
ク
行
事
委
員
会
の
病
院
行
事
は
「
ひ
な
祭
り
イ
ベ
ン

ト
」
で
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
に
先
駆
け
て
取
り
組
ん
だ
の
は
、
参
加

者
の
皆
様
の
お
雛
様
作
り
で
し
た
。
ア
ス
ピ
ー
ル
病
棟
の
有
志
の

方
々
が
ピ
ン
ク
と
青
色
を
基
調
と
し
た
、
お
花
紙
の
お
花
を
作
っ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
各
病
棟
レ
ク
の
時
間
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方

が
、そ
の
お
花
に
顔
を
付
け
て
個
性
豊
か
な
表
情
の「
お
雛
様
」「
御

内
裏
様
」
を
作
り
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
で
は
入
口
を
中
心
に
、
た

く
さ
ん
の
お
花
の
お
雛
様・御
内
裏
様
を
飾
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

ひ
な
祭
り
イ
ベ
ン
ト
の
た
め
に
、
以
前
か
ら
コ
ツ
コ
ツ
と
手
作
り

さ
れ
て
い
た
「
吊
る
し
雛
」
を
ご
家
族
に
頼
ん
で
家
か
ら
持
っ
て

来
て
く
だ
さ
っ
た
方
が
お
り
、
天
井
か
ら
つ
る
さ
れ
た
鮮
や
か
な

お
雛
様
た
ち
が
、
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
さ

ら
に
、「
甘
酒
と
三
色
ゼ
リ
ー
」
が
ふ
る
ま
わ
れ
、

ひ
な
人
形
と
の
写
真
撮
影
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
日
は
少
し
肌
寒
か
っ
た
の
で
す
が
芝
生
広

場
の
河
津
さ
く
ら
や
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
も
咲
き
は

じ
め
、
花
を
眺
め
な
が
ら
散
策
す
る
方
も
お
り

ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆
様
、
春
の
訪
れ
を
感

じ
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
で
し
ょ
う
か
？

　新年度を迎えて、法人の理念が“その人らし
さをともに創造する”となりました。
　この理念には、“ともに”という言葉が登場
します。 私たち、リハビリテーションセンター
（デイケア）が目指すリハビリは、利用者される
方と“ともに”進めていくものであり、スタッフ
が主導するものではありません。利用される方
とスタッフが、“ともに”悩みながらも、暮らし
における目標、夢や希望の実現を目指して協働
していけるような場を創造していきたいと思
います。同時に、利用される方同士でも、お互
いの目標や希望の実現を支え合えるような関
係性を育んで欲しいとも考えています。協働や
相互支援をキーワードにしたリハビリテー
ションの展開を目指す１年が始まります。

＊新年度を迎えて

ブリエ病棟
グループ活動
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＊峡西老健もホームページが
　リニューアルされました。

峡西老健
の 理 念峡西老健 検索

　令和４年４月１日付人事異動にて、マネージャーに立川由美が任用され、事務長（主任）に森本美咲
が任用されました。
　峡西老健の理念「優・友・結」～あなたに優しく　あなたを想い　あなたと結ぶ～を体現し、ケアの
質向上と地域とのつながりを大切にした運営を目指していきたいと考えております。
　新体制となった峡西老人保健センターを今後ともよろしくお願いいたします。

～あなたに優しく、あなたを想い、あなたと結ぶ～

交代人事のお知らせ

一般棟ドラマサークル
大
き
い
ス
ク
リ
ー
ン
で
観
る
の
は

圧
巻
で
す
！

河津桜を見ながら
お花見しました！
ジュースを飲んだり
楽しくできました！

認知症専門棟

河津桜見に来たけど散っ
てしまってました…。
　シャボン玉をしたり
　楽しかった!!

今年も病院の桜が綺麗に咲きました！
棟内にいる時には見れない良い笑顔です！ 
やっぱり外は気持ちがいいです！

園芸サークル

調理サークル
お稲荷さんとか
ぼちゃの煮物を
作って皆で美味
しく食べました！

今月は各フロアの利用者様の様
子をお伝えしたいと思います。
コロナ禍で以前のような活動が
制限されるなか、どんな活動な
ら安全に提供できるのだろうか
と日々模索中ですが、現在リハ
ビリ職員が中心となり提供して 

くれている活動を
紹介したいと思い
ます。

今月の活動記録

通所リハビリ

完成したら
おあしすに
掲載したい
と思います。

端午の節句
飾り物制作

鯉のぼりに
柏餅!!
鯉のぼりは
皆さんが色
づけしてく
れました。
完成が楽し
みです！
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今回は、アスピール病棟　今泉真理子さん
におすすめの本を聞きました！

　特定医療法人南山会は常によりよい医療を行うことによって、地域社会に貢献することを目的として設
立されたものである。職員は常に技術の向上に心掛けるとともに、知性を磨き品性を養い、自己の人間形
成に努めるべきである。

■ 職業倫理
１．患者の人格の尊厳と権利を尊重し、心のこもった対応をして信頼を得ること。
２．最善の医療を提供するために、常に学術的知識と技術の習得に努めること。
３．自らの義務と責任を自覚して人格を高めること。
４．職場内外の医療専門職の権利を尊重すること。
５．医療の公共性を重んじて地域社会に貢献するとともに、法規範を遵守すること。
６．良質の医療を提供するために、自ら心身の健康保持と増進に努めること。
７．精神障害者に対する理解を深め、精神障害者がその障害を克服して社会復帰をし、自立と社会経済活
動への参加をしようとする努力に対して協力すること。

本の題名：なつみはなんにでもなれる
（作者：ヨシタケシンスケ／出版社：ＰＨＰ研究所／出版年月日：2016年11月30日）

●読んだきっかけは？
　本屋の絵本コーナーを歩いていた時、ふと目に止まって手に取ってみました。いけないこと
ですが立ち読みをしたところ、涙が出てくる程ツボにはまってしまいました。その日は購入せ
ずに帰宅しましたが、忘れられず後日購入しました。ヨシタケ先生のファンになりました。

●おすすめのポイントは？
　お風呂上がりのお母さんと女の子。お母さんは洗濯物の片付けで忙しい中、女の子はもうす
ぐ寝る時間なのに「あてっこゲーム」を勝手に始めてしまう。女の子がマネするのは予想外の
ものばかりで、当然お母さんは当てる事ができません。正解を出せないお母さんに不機嫌にな
り、女の子は「気持ちのマネ」と思いつかない方向に進んでしまいます。
　私も読みながらクイズに参加しましたが、一つも当たらなかったです。子供の想像力に驚き
つつ、途中に出てくるお母さんの表情に「そうそう、あるある」と共感。なんともほっこりす
る気持ちにさせてくれました。ヨシタケ先生の本の紹介が続いてしまいましたがぜひ読んでみ
てください。
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「
い
つ
も
過
ご
す
部
屋
を
素
敵
な
空
間
に
し

た
い
」
そ
う
思
っ
た
時
、
私
は
照
明
に
こ
だ

わ
っ
て
み
ま
す
。
内
装
や
家
具
が
同
じ
で
も
、

照
明
選
び
ひ
と
つ
で
部
屋
は
表
情
を
変
え
、
雰

囲
気
の
変
わ
る
様
は
、
私
を
と
て
も
ワ
ク
ワ

ク
さ
せ
ま
す
。
照
明
は
部
屋
の
化
粧
で
あ
り
、

L
i
g
h
t 
u
p
は
部
屋
の
M
a
k
e 

u
p
で

あ
る
と
さ
え
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

照
明
を
選
択
す
る
時
に
は
、
❶
横
向
き
の
光

を
つ
く
る
こ
と
、
❷
弱
め
の
照
明
を
複
数
個
設

置
す
る
こ
と
、
に
こ
だ
わ
る
の
が
好
み
で
す
。

陰
影
が
際
立
ち
立
体
感
の
あ
る
空
間
を
演
出
で

き
ま
す
。
よ
く
あ
る
「
天
井
に
丸
型
の
シ
ー
リ

ン
グ
ラ
イ
ト
が
一
灯
の
み
」と
い
う
ス
タ
イ
ル
は
、

①
天
井
か
ら
下
向
き
の
光
だ
け
で
、
②
部
屋
全

体
を
一
灯
で
明
る
く
照
ら
し
て
お
り
、
実
用
的

で
あ
る
一
方
、
演
出
は
不
得
意
な
印
象
で
す
。

❶
横
向
き
の
光
は
、
棚
や
机
の
上
に
置
く
テ
ー

ブ
ル
ラ
ン
プ
や
床
に
置
く
フ
ロ
ア
ラ
イ
ト
な
ど

で
簡
単
に
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
光
源
の

位
置
も
足
元
か
ら
頭
ほ
ど
ま
で
様
々
で
す
し
、

間
接
照
明
の
よ
う
に
使
っ
た
り
、
シ
ェ
ー
ド

（
か
さ
）の
デ
ザ
イ
ン
に
凝
っ
た
り
と
、
好
み

に
合
わ
せ
た
ス
タ
イ
ル
に
で
き
る
の
が
楽
し
い
で

す
。
ま
た
、
❷
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
星
空
の
よ

う
な
、
よ
い
雰
囲
気
の
光
を
見
る
と
、
い
く
つ

も
の
弱
い
光
か
ら
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
明
る
す
ぎ
な
い
光
は
目
に
優
し
く
、
い
く

つ
か
の
柔
ら
か
な
光
に
よ
っ
て
出
来
上
が
る
空
間

は
、
心
地
よ
さ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
ま
す
。

　

素
敵
な
空
間
を
夢
見
て
、
あ
れ
こ
れ
と
実
験

す
る
の
は
と
て
も
面
白
い
で
す
。
み
な
さ
ん
も

思
い
思
い
の
ア
イ
デ
ィ
ア
で
お
部
屋
を
可
愛

が
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

医
療
相
談
室　
小
野
寺
真
有

　
平
成
29
年
の
入
職
以
来
、５
年
が
過
ぎ
た
。

　
こ
の
５
年
間
の
う
ち
に
は
結
婚
・
出
産
、

母
親
は
じ
め
肉
親
の
死
と
、
ま
さ
に
人
生

の
節
目
と
な
る
出
来
事
が
数
多
く
あ
っ
た
。

二
十
歳
の
頃
読
ん
だ
あ
る
芸
人
の
著
書
に

「
結
婚
す
る
と
何
か
い
い
こ
と
が
あ
る
ん

で
す
か
？ 

素
性
の
知
れ
な
い
親
戚
は
２
倍

に
な
る
し
、
家
に
帰
る
と
自
分
に
似
た
顔

の
小
さ
い
人
間
が
走
り
回
っ
て
い
る
ん
で
す

よ
。
そ
ん
な
の
悪
夢
そ
の
も
の
じ
ゃ
な
い
で

す
か
」
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
ま
さ
に
そ

の
通
り
と
深
く
頷
い
た
も
の
で
あ
る
。「
自

分
自
身
の
家
庭
を
も
つ
」
と
い
う
こ
と
が
現

実
的
に
思
え
な
い
、
ど
こ
か
不
気
味
な
も

の
と
い
う
認
識
の
ま
ま
、
20
年
が
過
ぎ
た
。

　

縁
と
は
奇
な
も
の
で
40
歳
を
過
ぎ
て
か

ら
結
婚
を
し
、
間
も
な
く
し
て
子
供
も
授

か
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

子
供
は
そ
ろ
そ
ろ
２
歳
半
に
な
る
。
最

近
自
我
が
目
覚
め
は
じ
め
、
気
に
入
ら
な

い
こ
と
が
あ
る
と
実
に
や
か
ま
し
い
。
し

か
し
ひ
と
た
び
笑
う
と
、
花
が
咲
い
て
そ

の
場
に
光
が
射
し
た
よ
う
に
な
る
。
顔
は

確
か
に
私
に
似
て
お
り
、
家
に
帰
る
と
よ

く
部
屋
中
を
走
り
回
っ
て
い
る
。

　

義
理
の
母
が
で
き
た
。
本
当
に
優
し
い

気
の
つ
く
方
だ
。
義
理
の
父
も
で
き
た
。

少
し
強
面
だ
が
、
私
の
唯
一
の
趣
味
の
ギ

タ
ー
に
つ
い
て
語
り
あ
え
る
人
が
こ
ん
な

形
で
生
ま
れ
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。

　

妻
は
、
絶
対
的
な
信
頼
が
お
け
る
親
友

の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
。
現
在
、
庭
仕
事

に
は
ま
っ
て
い
る
。
広
大
な
密
林
の
よ
う

な
う
ち
の
庭
を
開
墾
し
、
つ
い
最
近
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
が
で
き
る
レ
ベ
ル
に
し
た
よ
う

で
あ
る
。
今
年
の
誕
生
日
に
は
「
プ
レ
ゼ

ン
ト
は
バ
ッ
グ
よ
り
電
動
ノ
コ
ギ
リ
が
ほ

し
い
」
と
言
わ
れ
た
。
来
年
は
小
型
耕
運

機
が
い
い
と
の
こ
と
、
庭
仕
事
に
は
時
間

と
お
金
が
か
か
る
そ
う
で
あ
る
。

　

今
の
私
は
、
20
年
前
の
自
分
か
ら
は
想

像
も
つ
か
な
い
よ
う
な
暮
ら
し
を
し
て
い

る
。
結
婚
か
ら
３
年
経
つ
が
、
ふ
と
我
に

返
る
と
自
分
に
妻
子
が
あ
る
こ
と
が
未
だ

に
信
じ
ら
れ
な
い
思
い
で
あ
る
。
責
任
は

重
い
。
し
か
し
、
幸
運
に
も
出
会
い
に
恵

ま
れ
、愉
し
さ
と
不
思
議
さ
が
入
り
ま
じ
っ

た
毎
日
を
生
き
て
い
る
と
感
じ
る
。

　

ち
な
み
に
、
冒
頭
に
書
い
た
芸
人
の
方

も
現
在
は
結
婚
し
、
幸
せ
な
家
庭
を
営
ま

れ
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。老

健　
輿
水　
　
大

　

新
緑
の
候
、
心
地
よ
い
季
節
と

な
り
ま
し
た
。
新
年
度
が
始
ま
り

1
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
満
開
の

桜
に
癒
さ
れ
ま
し
た
が
あ
っ
と
ゆ

う
ま
に
散
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

遠
い
昔
友
人
と
お
花
見
し
た
記
憶

が
よ
み
が
え
り
懐
か
し
い
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
。
今
は
お
花
見
し

な
が
ら
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
も
飲
み
会

も
な
か
な
か
行
え
な
い
環
境
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
季
節
を

感
じ
る
行
事
も
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

で
中
止
が
続
き
寂
し
い
気
持
ち
で

す
。
ま
た
春
は
職
場
の
異
動
や
転

職
な
ど
新
し
い
環
境
で
の
生
活
を

ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
方
も
多
い
と

思
い
ま
す
。

　

私
も
こ
の
4
月
よ
り
異
動
と
な

り
新
し
い
環
境
で
の
仕
事
と
な
り

ま
し
た
。
背
筋
が
ピ
ン
と
伸
び
る

よ
う
な
緊
張
感
と
新
し
い
出
会
い

に
期
待
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
す
。

　

前
職
場
で
は
本
当
に
素
晴
ら
し

い
上
司
と
仲
間
に
出
会
え
ま
し

た
。
職
種
関
係
な
く
み
ん
な
で
目

標
に
向
か
っ
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
色
々
な
経
験
を
さ
せ
て
頂
き

学
ん
だ
事
は
私
の
財
産
と
な
り
ま

し
た
。
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
新
し
い
職
場
に
一
日
も

早
く
慣
れ
る
よ
う
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
て
み
ん
な
で

同
じ
方
向
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い

け
る
よ
う
に
出
来
る
事
か
ら
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

 （
は
な
こ
も
ち
）
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※敷地内全面禁煙です

今
月
も
お
あ
し
す
に
素
敵
な
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

※
掲
載
は
五
十
音
順
で
す
。

12日（木）
クリニカルパス委員会
 治療プログラム委員会

14日（土）
外来ケアプロセス会議

24日（火）
高齢者プロジェクト

5月
ブ
リ
エ
病
棟
の
Ａ
さ
ん
の
蘭
の
花

の
塗
り
絵
で
す
。
葉
の
色
合
い
を

出
す
た
め
に
色
鉛
筆
を
何
色
も

使
っ
て
工
夫
し
た
そ
う
で
す
。

春
風
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自
転
車
こ
ぐ
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進
ま
な
い

	

石
坂　

克
巳

甲き

ね

お
子
雄
忌き

や　

思
い
だ
す
度　

あ
り
が
と
う

	

今
福　

和
人

長な
が
ね
ぎ
の　

酢す

み
そ
和あ

え
に
て　

晩ば
ん
し
ゃ
く酌に

	

大
森
眞
知
子

満
開
の　

ア
ヤ
メ
拡
が
る　

滝
沢
川	

惠　
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入
学
の　

子
供
た
ち
の
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う
れ
し
そ
う

	

阪
本
み
ず
ほ

儚
く
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輝
き
散
り
し　

夜よ

の
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Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

桃
の
花　

ピ
ア
ス
の
ひ
か
る　

乙
女
か
な

	

塚
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光
明

紫
の　

大
根
の
花　

そ
よ
そ
よ
と	

保
坂
五
十
鈴

緑
の
日		

一
年
長
期
の		

休
み
の
日	
渡
辺　

あ
き

今
の
自
分
を
好
き
に
な
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渡
辺
奈
美
子
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